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事務所／〒484-0081 犬山市大字犬山字西畑 22-5 

電 話／0568-61-5219 F A X／0568-61-5523 
U R L／http://www.inuyama-rc.org/ ｅ-mail／info@inuyama-rc.org 
例会場／〒484-0082 犬山市大字犬山字北古券 107-1名鉄犬山ホテル 

電 話／0568-61-2211 毎週火曜日／12：30～13：30 

 

■会 長：日比野 万喜男 

■幹 事：稲 垣 圭 次 

■会報委員長：梅 田 佳 和 

第２７８０回  例  会 （ Ｈ３１．４．９ 火 晴れ ☀ ） 

点 鐘 日比野 万喜男会長 

R . S 我等の生業 四つのテスト 

幹事報告 稲垣 圭次幹事 

１）会報受信クラブ 瀬戸北 

２）下記クラブは法定休日又は定款による休会又は 

クラブ都合により（メーキャップ受付なし）です 

クラブ名 例会日（曜） クラブ名 例会日（曜） 

江 南 4月11日(木) 名古屋空港 4月22日(月) 

瀬 戸 北 4月16日(火)   

下記クラブは例会変更です 

クラブ名 例会日（曜） 場所（変更理由） 

各務原かかみの 
4月10日(水) 

→ 4月11日(木) 

(市内 3RC 合同 

防犯ﾊﾟﾄﾛｰﾙ活動) 
※2月より受付場所が 

変更になっている為注意 

各 務 原 
4月10日(水) 

→ 4月11日(木) 

(3RC 合同 

春の防犯ﾊﾟﾄﾛｰﾙ活動) 

各務原中央 4月11日(木) 
(3RC 合同 

防犯ﾊﾟﾄﾛｰﾙ活動) 

岡 崎 南 4月12日(金) 
(第 26 回西三河中分区 

RC 懇親ｺﾞﾙﾌ大会) 

名 古 屋 北 
4月12日(金) 

→ 4月11日(木) 
(I.D.M.(夜間)) 

名古屋城北 
4月16日(火) 

→ 4月14日(日) 
(地区研修・協議会) 

名古屋守山 4月17日(水) 
(台北北薪 RC との 

合同例会(夜間)) 

各 務 原 4月17日(水) (例会時間変更) 

名古屋東南 
4月17日(水) 

→ 4月18日(木) 

(CHARITY 

CONCERT) 

名古屋大須 4月18日(木) 
(東日本大震災 

ﾁｬﾘﾃｨｺﾝｻｰﾄ 2019) 

尾 張 旭 
4月19日(金) 

→ 4月14日(日) 

(19-20 年度 

地区研修・協議会) 

名 古 屋 栄 4月22日(月) (第 2回職場訪問例会) 

あ ま 4月22日(月) (創立 50周年記念例会) 

☆2019年 4月のロータリーレート 1ドル＝110円 

出席報告（塚原義成副委員長） 

出席率 90.20％ 

会員 56 名 出席 46 名 欠席 10 名 

欠席者 河田敏和君 中村大輔君 小川誠君 

岡田雅隆君 谷定貴之君 

前例会の修正(3/31(4/2 例会変更)分) 
板津英基君(3/31 見送り)近藤俊也君(3/31 見送り)松平
實胤君(4/1 名古屋空港 RC)丹羽敬昇君(4/5 美濃加茂
RC)小川保利君(4/5 美濃加茂 RC)祖父江寿男君(3/31 見
送り)髙橋秀治君(4/3 愛知 REC)田中茂生君(3/31 見送
り)山田直廣君(4/1eCLUBONE)塚原義成君(3/27 各務
原 RC)  
以上 56.52％を 78.26％に修正 
前々例会の修正(3/26 分) 
山本幸夫君(4/2eCLUBONE)野村憲治君(4/5 美濃加茂
RC) 
以上 96.15％を 100％に修正 

祝 福（松山基邦委員長） 

おめでとうございます！！ 

会員誕生日 加藤 浩一君  4 月 10 日 

会員誕生日 井川 光雄君  4 月 11 日 

 

 

 

 

 

ニコボックス（小川保利委員長） 

日比野万喜男君  松平實胤さん、本日の卓話、大変楽しみ
にしております。宜しくお願い致します。 

（同文にて）小川嘉吉君 稲垣圭次君 鈴木一成君 
＜親睦活動委員会一同＞ 

3月 31日家族親睦旅行には多数の会員の
方々、また 8 名の奥様方にご参加賜り誠
にありがとうございました。行き届かな
い点多々ありましたが、ﾛｰﾀﾘｰの友情をも
ってお許し下さい。 

ｻﾝﾄﾘｰ山本さん、お世話になりました。  

奥村正幸君 親睦活動委員会の皆様、家族日帰り親睦
旅行ご苦労様でした。日頃飲み慣れない
おいしいお酒をいただいたので、埴田さ
ん始め皆様にご迷惑をかけ申し訳ありま
せんでした。 

實胤さんの卓話楽しみにしています。 

大澤 渡君 桜満開の中、2 日間無事に第 385 回犬山
祭が開催出来たことを喜んで。又本日松
平先生の卓話を楽しみにしています。 

埴田惣一君 昨年植樹した桜に花が咲きました。 

松平實胤君 新元号発表されてはじめての例会。卓話
光栄です。  

✿✿ お誕生日  

おめでとうございます！ ✿✿ 
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福冨孝弘君 松平實胤さんの卓話を拝聴できることを
喜んで！楽しみにしています！ 

（同文にて）原正男君 日比野良太郎君 平林米司君  

石田銑一君 板津英基君 伊藤和幸君 

伊藤隆君 加藤浩一君 兒玉寿君 

近藤斉宏君 近藤俊也君 真野健二君 

丹羽敬昇君 野倉達雄君 野村憲治君 

小田漠己君 小川宏嗣君 小川征一君 

小川保利君 大島匡博君 祖父江寿男君 

住野龍之介君 髙橋秀治君 田中進一郎君 

塚原義成君 梅田佳和君 宇佐美芳樹君 
山田直廣君 山本幸夫君 山根雄司君 

安田一生君 安田新平君 谷津義雄君 

吉田洋君 

 
会 長 挨 拶（日比野万喜男会長） 

 
皆さん こんにちは。 

 先週 4 月 5 日の金曜日、会員の田中茂生さんが亡く

なられました。夕食後、気分がすぐれないと言われ、

横になられていたのですが、そのまま息を引き取られ

たとのことです。犬山 RC にとって、かけがえのない

人をなくしました。非常に残念です。悲しさと共に大

きな喪失感を覚えます。今は、安らかにお眠りになる

ことを願い、皆さんと一緒にご冥福を祈りたいと存じ

ます。 

 また、新元号「令和」が発表され、1 週間余り経ち、

既に馴染んできて、生活に溶け込んでいるように思わ

れます。今日は、後程、松平實胤さんが、「元号がは

じめて制定された古代にタイムスリップ」という題で

卓話をしていただけます。よろしくお願い致します。 

 それから、先週 4 月 6 日の土曜日、春日井ロータリ

ークラブの創立 50 周年記念式典が、ホテルプラザ勝川

で開催され、稲垣幹事と共に出席して参りました。村

井ガバナーも出席され、簡素で、アットホームな中に

も、華やかさのあったとても良い式典でした。 

 さて今月は、ロータリーの母子の健康月間です。国

立社会保障・人口問題研究所の「日本の将来推計人口

(平成 29 年)」では生産年令人口は 2015 年の 7,728.2

万人から 2065 年には 4,529.1 万人と 50 年間で 3,000

万人強の人口が減少すると予想しています。労働者不

足は深刻であります。そのため、政府は 65 歳以上の高

齢者の就業促進・外国人労働者の受入れや女性が子育

てをしながら就業できるような社会への転換を図り、

労働力の減少を緩和しようとしています。 

 特に現在、女性の活躍が望まれています。それは、

男女平等社会・経済の活性化という面からみれば、大

変有効な政策と思われます。しかし、人口減少を止め、

子育てを充実させるという面からみれば、就労する女

性の年令によっては、疑問符がつくように思われます。

なぜなら、子育てには時間と人手が多くかかるという

のは、誰もが認めるところで、そのうち母親への負担

が一番大きいはずです。ある程度の代わりは可能でし

ょうが、できないものもあります。 

 それは、母親が「母性」で接することで「思いやり」

のある子供が育つということです。昨日、4 月 8 日は

お釈迦様の誕生日でした。そのお釈迦さまの言葉に「人

物をつくる 4 条件」があると言われます。その 4 条件

とは、「貧乏」「読書」「感動」そして「母性」です。

貧乏は高潔さ、節制、向上を、読書は知識、教養、娯

楽を、感動は喜び、驚き、わくわく感を養い、そして

母性は子育ての母親の役割であり、「やさしさ」「思

いやり」「温かさ」を教えることです。その教えは、

子供の成長に伴い、「他人との協調性」「共生」「人

に力を貸す」「世のために自分が貢献する」ことに繋

がっていきます。それはロータリアンが人格形成を目

指すところと一致しています。ですから、むやみに女

性を子供から引き離し、労働力不足の役割を担わせる

のは疑問になると思うのであります。 

 一方、父親の役割は「能率」「合理性」「生産性」

といったことを教えることです。「自分を主張する」

「相手を屈服させる」「問題を克服する」「強い人間

になる」に繋がっていきます。こちらは、ロータリア

ンが目指すところと少し違うような気がします。 

 全ての家族がそういうことをしているとはいえない

ですが、メディアの情報では、現在、かなり多くの家

庭で、母親が父親と一緒になって、「父性」の「能率」

「合理性」「生産性」を教えているといいます。子供

から見ると、心の拠りどころが無くなり、精神的なバ

ランスが崩れる要因になっているともいわれます。そ

のうえに、母親が子供と過ごす時間が少なくなる経済

優先の政策が加われば、この国の将来に大きな「ゆが

み」を生じさせることも考えられます。社会の流れに

逆行する考えかもしれませんが、「ゆがみ」を生じさ

せないように、男女の役割を、原点に戻って考えるこ

とも必要ではないでしょうか。 

 以上、本日の会長挨拶と致します。 

 
その他委員会報告 
◎次年度幹事（加藤浩一君） 
【19-20 年度地区研修・協議会 交通と懇親会のご案内】 

日にち：4 月 14 日（日） 

＝交通案内＝ 

  犬山駅 11：00 集合 

  犬山駅発 11：07 特急（一部指定）豊橋行 

   → 名古屋駅着 11：32 

＝懇親食事会＝ 

 場所；「和ダイニング ARATA あらた by 寿司向月」 

    名古屋市中村区名駅 3-17-20 

 時間；17：30～ 

 会費；5,000 円 

※懇親会のご出欠は加藤次年度幹事又は近藤次年度
副幹事までお願いします。 
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クラブ協議会（日比野万喜男会長） 

第 15 回持回り理事会 (3 月 12 日)の報告 
（＊3 月 26 日例会にて報告済） 

＊審 議 事 項＊ 

1.宮本照剛君の退会届の承認について 

宮本照剛さんより 6 月末日にて退会届の提出あり 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

第 16 回理事会 (3 月 26 日)の報告 

＊審 議 事 項＊ 

1.犬山市ｽﾎﾟｰﾂ少年団事業の活動に対する後援名義の
使用について 
平成 31年 4月 1日から翌年 3月 31日に行われるｽﾎﾟ
ｰﾂ少年団事業に対して後援名義使用を許可する 

＊報 告 事 項＊ 

1.親睦旅行（花見家族例会）について 
2.職業奉仕担当例会（早朝例会：成田山）について 

 

会員卓話   塚原義成プログラム・出席副委員長 

☆松平 實胤 君 
『元号がはじめて制定された古代に 

タイムスリップ』  

 

４月１日に新しい元号「令和」が発表されてはじめ

ての例会ですので、元号そのものが初めて制定された

古代にタイムスリップしてみたいと思います。 

一番最初の元号は 第３６代の天皇・孝徳天皇が即

位された６４５年に「大化」という元号がはじめてで、

「明治」は２４４番目、「平成」は２４７番目、「令

和」は２４８番目となります。 

第３６代孝徳天皇の前までは元号はありません。第 

３５代の皇極天皇までは 皇極天皇○年という表記です。 

もう一つ、第１２２代明治天皇から元号は「一世一

元」となり、天皇一代毎に元号が改まります。今上陛

下は１２５代目です。また３５代までの天皇には元号

はありませんでしたから、３６代孝徳天皇の「大化」

から１２２代明治天皇の「明治」までに元号が２４３

あることになります。ということは、明治天皇以前の

天皇は複数の元号をお持ちになることになります。実

は「瑞祥改元」といって、めでたい吉兆があると鎮護

国家、皇室の弥栄を願って改元するとか、「災異改元」

といって、天災疫病等の凶事に際してその影響を断ち

切るために改元することがよくあったということです。 

実は孝徳天皇即位の年（６４５年）がはじめての元

号「大化」ですが、まもなく大化６年（６６０年）に 

は「白
はく

雉
ち

」と改まります。大化６年に長門国（山口県 

西部）の国司が孝徳天皇に「白い雉
きじ

」を献納、白い雉 

は吉兆ですから、孝徳天皇は大化６年を「白雉元年」

とされたということです。そんなことで元号の数は天

皇様の数の倍以上あります。 

さて、「寂光院は尾張最古の千手観音霊場」と伝承

されて今に至ります。継鹿尾山の縁起に 

 白雉５年（６５４）孝徳天皇の勅願をもって道昭和

尚により開創とありますので、初めて元号を制定され

た「孝徳天皇」の勅願寺です。 

では「犬山の山間僻地である継鹿尾山」になぜ勅願寺

ができたのか？ 

古代史は謎解きです。歴史的事実、証拠はありませ

んが、伝承には伝承の裏に隠された背景やら手掛かり

があるはずです。少しのぞいてみることにします。 

 （典拠・日本書紀，続日本紀） 

１．寂光院の由緒書（継
つ

鹿
が

尾山
お さ ん

縁起） 

・白雉 5 年（654 年）（1365 年前）孝徳天皇の勅

願をもって元興寺道昭が開山 

・ご本尊千手観世音菩薩は日本武尊（ヤマトタケル） 

のご神魂の霊像（継鹿尾山と熱田神宮の関係） 

※ヤマトタケルが東征の時に用いた草薙剣が 

熱田神宮のご神体です。 

寂光院のご本尊「千手観音」とヤマトタケル

の関係は熱田神宮との関係として『継鹿尾山

縁起』に伝承されています。 

２．なぜ犬山の「継
つ

鹿
が

尾
お

」という山間僻地に、尾張最 

古のお寺が建立されたか？ 

古代 4 世紀～5 世紀、継鹿尾山付近には卑弥呼

など古代大和政権の影響を受けた豪族がいた？ 

・継鹿尾山内には古墳が 2 基  

 ※大平山古墳第一号墳・二号墳 

・丸山地区には古墳が 4 基 

 ※ 東之宮・妙感寺・甲塚、左近塚   

・27 代 安閑天皇は、535 年ころ、入鹿（今の 

入鹿池当たり）に 入
いる

鹿
か

屯倉
み や け

（大和朝廷の直 

轄地）設置。 

   ・36 代 孝徳天皇 645 年（大化元年） 

6 月 14 日 皇極天皇の譲位後即位。中大兄

皇子（皇極天皇の次男）を皇太子として 

はじめて元号を制定・「大化」とする 

（「令和」は 248 番目） 
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7月14日 尾張国と美濃国に神に供える幣

(みてぐら)を課す ← (木綿？麻？) 

     ※古代より犬山の地は朝廷にとって重要な

地域でした。  

３．犬山は古代より交通要衝の地  

東山道 近江瀬田～美濃～飛騨～信濃～上野 

（こうずけ）～下野（しもつけ）～陸奥~出羽=8 国 

 【大野～方県（岐阜）～各務～（鵜沼の渡し）～

（犬山・禅師野）～可児～土岐～大井】 

※大化の改新以後 街道に 16 キロ毎に駅家 

（うまや）＝宿所、食料提供 →（宿場） 

４．継鹿尾山と東山道 

孝徳天皇が「 幣
みてぐら

」の地と定めた尾張と美濃を結 

ぶのは ⇒鵜沼の渡し⇒ 犬山は交通の要衝 

犬山は「東山道」の要（「東山道」唯一の尾張

の地）⇒ 犬山・善師野 ⇒ 可児 

 犬山・善師野の街道からすぐ脇道に入ると霊気 

みなぎる継鹿尾山あり 

※20 年ほど前まで善師野三軒屋に「これより継鹿尾

山」の道標あり（郷土史家・横山住夫氏） 

５．孝徳天皇は崩御される年の白雉 5 年に、なぜ勅願

寺の建立を思い立たれたか。 

※白雉 5 年（654）は大化の改新を共に推し進

めてきた中大兄皇子の離反にあい、孝徳天皇

は失意の中にあられた。更に病床に臥された。 

勅願寺とは、天皇が「鎮護国家・皇室繁栄」

を祈るために建立された寺である。 

病の床にあった孝徳天皇は、崩御が近いこと

を自覚され、道昭和尚にその勅願を託された

のではないか。 

道昭は白雉 4 年（653）に孝徳天皇が唐に派

遣した遣唐僧である。唐にわたり、三蔵法

師玄奘について勉学。玄奘からの信頼厚く、

道昭の名僧の誉れは孝徳天皇を喜ばせたと

いう。 

孝徳天皇は「帰国の後は必ず私の勅願を果

たしてほしい」ということを道昭に伝えて

いたか？ 

事実、帰国後、道昭は全国行脚して、井戸

を掘り、橋を架けるなどの活躍をする。 

その全国行脚に際して、孝徳天皇の勅願を

果たすために、孝徳天皇の「幣の地」美濃

国・尾張国を結ぶ要の地、東山道の善師野

のわきにある霊山・継鹿尾山を勅願寺と定

めたか？ 

６．南北朝時代 14 世紀以後⇒「寂光院は勉学の殿堂‼」 

・1367 年の銘がある宝筐印塔の基壇が寂光院本堂裏

にある 

規模は通常の宝篋印塔の 6 倍ほどの大きさ 

 ⇒ 既にこの頃 大寺院？） 

・一切経あるお寺（国会図書館のような存在）と 

して全国に名をとどろかす。 

山内に千数百の子院ができ、全国より学問を 

志す修行僧が雲集！（資料多数あり） 

 その学僧の一人が日峰宗舜である 

・1409 年～1412 年 日峰宗舜 一切経を勉学   

1415 年 内田に瑞泉寺を開山、のち 

京都妙心寺中興の祖と崇めら

れる 

７．寂光院中興の祖・織田信長 

1565 年（永禄 8 年） 

2 月 22 日 犬山城・織田信清攻略後、 

7 月   美濃の坂祝・猿啄
さるばみ

城
じょう

へ攻め入ろう 

とした時、時の住職「慶源和尚」が

道案内役、その功甚大！ 

9 月 18 日 柴田勝家を伴い参詣（本堂脇に 

ある展望台で軍略を巡らしたか？） 

⇒ 織田信長の判物
はんもつ

（麒麟の花押の初見） 

（寂光院蔵・現名古屋市博物館） 

清州城の鬼門鎮護の寺とし、黒印

50 石・山林 50 町歩寄進 

※麒麟（あるいは麟）中国で生み出された想像上の動

物で、世の中がよく治まっているときに姿を現すも

のと考えられていた。信長はそのような天下平定を

目指すという政治理念を花押に込めた。 

しかし、まもなく「天下布武」の角印判を使い始め

るので使用例は少ない。 

寂光院にあてた判物
はんもつ

は麒麟の花押を入れた初めての 

ものとされ、史料価値が高いとされています。 

犬山は古代から栄えた所 

犬山は、有力豪族が存在した 

 犬山の入鹿の地は、535 年ころには入
いる

鹿
か

屯倉
み や け

と呼ば 

れる大和政権の直轄地であった。 

犬山は、孝徳天皇の幣の地である美濃国・尾張国を

結ぶ重要な場所であった。 

犬山は、東山道の交通要衝の地であった。 

 
ご 報 告 

○春日井RC創立50周年記念式典 

去る 4 月 6 日（土）ホテルプラザ勝川において、春

日井 RC 創立 50 周年記念式典・祝宴が行われ、日比野

会長、稲垣幹事が出席いたしました。 


